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群
馬
県
社
協
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
課
題
や
新
た
な
時
代
の
要
請
に
応
え
て
い
く
た
め
、
本
計
画
の
策
定

に
向
け
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
職
員
全
員
で
作
り
上
げ
た
素
案
を
、
外
部
有
識
者
か
ら
な
る
策
定
委

員
会
に
お
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
群
馬
県
社
協
と
し
て
の
取
組
の
方
向
性
や
目
標
を
示
し

た
「
第
３
期 

活
動
推
進
計
画
」
の
策
定
に
い
た
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
活
動
推
進
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

特集

１

■ 

基
本
理
念

「
誰
も
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」

　

県
社
協
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
と
、
２
０
４
０
年
ま
で

の
今
後
20
年
間
の
本
県
の
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
を
見
通
し
た
上
で
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
２
０
２
５

年
度
ま
で
の
５
か
年
間
に
実
施
し
て
い
く
事
業
の
指
針
と

す
る
た
め
に
定
め
た
も
の
で
す
。

■ 
基
本
目
標
と
推
進
項
目

　

基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
目
指
す
べ
き
４
つ
の
基
本
目
標

を
定
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
９
つ
の
推
進
項

目
に
そ
っ
て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築

基
本
目
標
Ⅰ

　

地
域
共
生
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
市
町
村
社
協
を
は

じ
め
、
関
係
機
関･

団
体
等
と
の
連
携
に
よ
り
包
括
的
な

支
援
体
制
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

【
推
進
項
目
１
】
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
支
え
合
い
活
動

の
創
出

【
推
進
項
目
２
】
市
町
村
に
お
け
る
総
合
的
な
相
談
支
援
体

制
の
強
化

福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着

基
本
目
標
Ⅱ

　

福
祉
の
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
多

様
な
担
い
手
の
確
保
や
育
成
の
た
め
の
研
修
機
能
の
強
化
、

定
着
の
た
め
の
働
く
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

【
推
進
項
目
１
】
福
祉
人
材
の
確
保
に
向
け
た
取
組
の
強
化

【
推
進
項
目
２
】
福
祉
人
材
の
育
成
・
定
着
に
向
け
た
取
組

の
強
化

災
害
福
祉
支
援
体
制
の
強
化

基
本
目
標
Ⅲ

　

総
合
的
な
災
害
福
祉
支
援
体
制
の
整
備
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
の
支
援
を
、
平
時
か
ら
推
進
し
ま
す
。

【
推
進
項
目
１
】
災
害
に
備
え
た
体
制
の
整
備

【
推
進
項
目
２
】
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援

【
推
進
項
目
３
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
症
に
対

応
し
た
体
制
の
整
備

県
社
協
の
組
織
基
盤
の
強
化

基
本
目
標
Ⅳ

　

地
域
共
生
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
そ
の
中
核
的
な
役

割
を
担
え
る
よ
う
、
組
織
や
経
営
基
盤
の
強
化
に
向
け
た

取
組
に
努
め
ま
す
。

【
推
進
項
目
１
】
組
織
体
制
の
強
化

【
推
進
項
目
２
】
経
営
基
盤
の
強
化

「第３期 県社協活動推進計画」を
策定しました
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「第３期 活動推進計画」を策定しました

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
た
活
動
が
求
め

ら
れ
る
な
ど
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据

え
た
新
た
な
地
域
福
祉
の
推
進
の
視
点
も

「
第
３
期 

活
動
推
進
計
画
」
で
は
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

本
計
画
の
全
体
版
は
、

群
馬
県
社
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も

掲
載
し
ま
す
。

いきいきと活躍し続けられる2040年を見据えつつ

2021年度からの５年間の目標と事業展開を示す

誰
も
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現

基本理念 基本目標 推進項目

策定方針

具体的なアクション

Ⅰ
包括的な支援
体制の構築

Ⅲ
災害福祉支援
体制の強化

Ⅱ
福祉人材の

確保･育成･定着

Ⅳ
県社協の組織
基盤の強化

地域における
総合的な支え合い
活動の創出

1

災害に備えた
体制の整備1

福祉人材の確保に
向けた取組の強化1

組織体制の強化1

市町村における
総合的な相談支援
体制の強化

2

災害ボランティア
活動への支援2

新型コロナウイルス
等の感染症に対応し
た体制の整備

3

福祉人材の育成・
定着に向けた
取組の強化

2

経営基盤の強化2

(1)市町村圏域における包括的支援体制の構築
(2)ボランティア・市民活動と福祉教育の推進

(1)災害福祉支援ネットワークの機能強化
(2)災害派遣福祉チーム（ぐんまDWAT）の機能強化

(1)福祉人材の確保に向けた取組の推進

(1)人材育成の強化
(2)働き方改革の推進
(3)情報発信の強化

(1)権利擁護体制の構築
(2)生活困窮者等への支援
(3)社会福祉法人等の連携強化

(1)多様な災害ボランティア関係団体との連携
(2)災害ボランティアセンターの運営支援

(1)感染症発生時の社会福祉施設への支援
(2)感染症予防に向けた取組の強化

(1)福祉人材の育成・定着に向けた取組の推進

(1)財政基盤の強化と既存事業の見直し
(2)ガバナンスの強化
(3)関係団体との連携強化

第３期　群馬県社会福祉協議会活動推進計画体系図（2021～2025年度）

特 集
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本県における共同募金運動について

本
県
に
お
け
る
共
同
募
金
運
動
に
つ
い
て

特集

2　

本
県
の
共
同
募
金
運
動
は
、
今
年
で
75
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
に
お
い
て
も
、
で
き
る

限
り
平
常
時
と
同
様
に
助
成
及
び
募
金
活
動
を
行
う
こ
と
を

心
が
け
て
共
同
募
金
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
助
成
に
つ
い
て

は
、
思
う
よ
う
に
活
動
で
き
な
い
団
体
も
あ
り
ま
し
た
が
、
状

況
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
活
動
内
容
を
変
更
し
、
取
り
組
む
団
体

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
通
常
の
共
同
募
金
運
動
に
加
え
全
国

の
共
同
募
金
会
が
協
働
で
行
っ
た
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
福
祉

活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
「
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
新
た
な

寄
付
者
や
助
成
先
と
繋
が
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

＊
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
部
門
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

部
門
が
連
携
し
て
共
同
募
金
業
務
を
行
っ
て
い
る

前
橋
市
の
担
当
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
６
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

解
決
す
べ
き
福
祉
課
題
と
目
標
を
明
確
に
し
た
事

業
に
対
し
て
３
か
年
で
支
援
す
る
形
に
し
ま
し
た
。

県
共
同
募
金
会
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
福
祉
課
題

に
対
応
し
た
助
成
や
住
民
の
主
体
的
な
参
加
に
よ

る
共
同
募
金
運
動
の
活
性
化
に
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

群
馬
県
で
は
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
や
行

政
に
共
同
募
金
会
の
窓
口
（
支
会
分
会
）を
置
き
、

助
成
及
び
募
金
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。〝
こ

ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
〟
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

活
動
が
地
域
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
活

動
を
支
え
る
た
め
に
も
、
市
町
村
の
共
同
募
金
会

支
会
分
会
と
一
丸
と
な

り
、
今
年
度
の
共
同

募
金
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
10
月

１
日
か
ら
始
ま
る
共

同
募
金
運
動
へ
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
が
長
期
化
の
様
相
を
呈
す
る
な
か
、

複
雑
多
様
化
す
る
地
域
の
福
祉
課
題
に
対
応
す
る
活
動
団
体

を
支
援
す
る
た
め
に
も
、
民
間
資
金
で
あ
る
共
同
募
金
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
共
同
募
金
助
成
の
う
ち
約
８
割
は
、
市
町
村
域
内

で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
の
福
祉
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
り
の
約

２
割
、
県
共
同
募
金
会
が
行
う
広
域
活
動
団
体
等
へ
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
し
、

共同募金について
詳しくはこちら

特 集

高齢者
32%

障害児・者
10%児童・

青少年
15%

課題を
抱える人
17%

その他※

26%

赤い羽根データベース
「はねっと」より

※その他：地域の福祉活動全般

共同募金助成額
（令和2年度実施事業）

の対象別割合

4福祉ぐんま No.278



地
域
の
社
会
福
祉
法
人
が

困
り
ご
と
相
談
を
実
施
中
！

「
な
ん
で
も
福
祉
相
談
」

　

な
ん
で
も
福
祉
相
談
事
業
で
は
、
県
内

の
社
会
福
祉
法
人
が
地
域
住
民
の
生
活
や

福
祉
に
関
す
る
総
合
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
令
和
３
年
9
月
末
現
在
、
１
８
２

法
人
、
３
６
２
名
の
相
談
員
が
登
録
し
て

お
り
、
昨
年
度
は
の
べ
６
０
５
件
の
相
談

を
受
け
、
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
法
律
相
談
事
業

も
開
始
し
、
幅
広
く
相
談
対
応
で
き
る
よ

う
体
制
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

● 

な
ん
で
も
福
祉
相
談
と
は

　

参
加
法
人
は
、「
な
ん
で
も
福
祉
相
談
員

（
兼
任
）」
を
配
置
し
、
分
野
を
問
わ
ず
生

活
や
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
受
け
止
め
、

自
法
人
・
施
設
で
の
対
応
が
難
し
い
場
合

に
は
事
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
適

切
な
支
援
先
へ
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
相
談
で
き
な
か
っ

た
・
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
人

た
ち
へ
の
支
援
の
輪
を
創
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

● 

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
づ
く
り

　

地
区
別
連
絡
会
等
を
開
催
し
、
地
域
ご

と
に
な
ん
で
も
相
談
員
が
集
ま
り
他
分
野

の
施
設
職
員
と
も
関
係
づ
く
り
を
し
て
い

く
こ
と
で
、
法
人
単
独
で
は
解
決
で
き
な

い
困
り
ご
と
で
も
地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
解
決
に
向
け
た
支
援
が
可
能

な
体
制
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
連
絡
会
が
、
地
域
の
社
会

福
祉
法
人
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

相
談
員
研
修
の
実
施

　

社
会
課
題
や
相
談
援
助
技
法
な
ど
を

テ
ー
マ
に
、
相
談
員
未
経
験
の
方
で
も
相

談
に
対
応
で
き
る
よ
う
独
自
の
研
修
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
相
談
員
が
集
ま
る

機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
オ
ン
デ
マ

ン
ド
配
信
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
に
よ
り
研
修

会
を
開
催
し
、
相
談
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
抱
え
る
課

題
や
、
災
害
対
応
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
な
ど
、
時
宜
に
か
な
っ
た
研
修

な
ど
も
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

● 

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
む
け
て

　

社
会
福
祉
法
人
に
は
、
既
存
の
社
会
保

障
制
度
や
社
会
福
祉
制
度
で
は
対
応
が
困

難
な
地
域
課
題
を
積
極
的
に
把
握
し
、
地

域
の
関
係
機
関
と
の
連
携
や
役
割
分
担
を

図
り
な
が
ら
、
新
た
な
地
域
ニ
ー
ズ
に
積

極
的
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け

る
社
会
福
祉
法
人
の
皆
様

の
本
事
業
へ
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

1

2

<<<<<<< T O P I C S県社協の活動や県内の福祉に関する
情報をお知らせします

ぐ
ん
ま

ひ
き
こ
も
り 

ほ
っ
と 

ラ
ウ
ン
ジ

本
会
で
は
、
今
年
度
よ
り
ひ
き
こ
も
り
で
お
悩
み
の
方
を

対
象
と
し
た
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ひきこもり家族のつどいご案内ひきこもり当事者のつどいご案内

引きこもりに関する理解を深めながらご家族ならではの
困りごとや悩みを分かち合う交流の場です。

帰り道、「今日思いきって参加して良かった。」「ここは、安
心できる場所だな？」と感じていただけるつどいを目指し
ております。全プログラム参加しなくても大丈夫です。
もちろん途中退席OKです。

「こんな状態にあるのは自分だけじゃないか」そんな社会の
生きづらさを抱える女性の方へ似た体験を持つ人や共通の
悩みを持った女性同士ですこしだけお話してみませんか？

ひとりで、家族で、大きな不安を抱えていませんか？
その不安に寄り添う、１対１の傾聴セラピーを行います。
ありのままを受け止め、心をすっきり軽くします。

前 橋  12月6日（月）
太 田  1月27日（木）

メイク・おしゃれを楽しもう
出張可能地域  群馬県内町村地域 （県社協相談支援員が伺います）
出張可能時間  平日（月～金曜日）９:00～17:00

出張傾聴セラピー

ひきこもり女子会

開催日  毎月第4木曜日　 対象者  群馬県内在住の方
時 間  おひとり60分 【要予約】

❶13:30～14:30 ❷14:50～15:50
会 場  群馬県社会福祉総合センター（前橋市新前橋町13-12）

※全日程13:30～15:30・定員8名

詳しくはお問い合わせください。

▲
 生活支援課 027-212-0011

※変更の可能性があります。

前橋会場  群馬県社会福祉総合センター （前橋市新前橋町13-12）
太田会場  太田市福祉会館 （太田市飯塚町1549）

会 場

前橋会場  群馬県社会福祉総合センター （前橋市新前橋町13-12）
太田会場  太田市福祉会館 （太田市飯塚町1549）

会 場

心の休憩所「Your Eyes」

前橋会場  群馬県社会福祉総合センター （前橋市新前橋町13-12）
太田会場  太田市福祉会館 （太田市飯塚町1549）

会 場

※全日程13:30～15:30・定員8名

10月22日（金）
12月20日（月）
2月14日（月）

前 

橋

11月15日（月）
1月12日（水）
3月16日（水）

太 

田

※全日程13:30～15:30・定員8名

10月26日（火）
2月7日（月）

前 

橋
11月29日（月）

3月9日（水）
太 

田

テーマ

対象地域に伺いお話を聴きます

参加無料出入り自由

事業の詳細や参
加方法について
はホームページ
をご覧ください。
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
受付時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円

350円 500円

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波が起因する
死傷は補償されません。

◆災害ボランティア活動の参加は、「天災・地震
　補償プラン」への加入をおすすめします。
※被災地でのボランティア活動では、予測できない様 な々
事態が想定されます。二次被害への備えとしても、あらか
じめ「天災・地震補償プラン」に加入いただきますと、より
安心してボランティア活動に参加いただけます。

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

令和３年度

〈SJ20-12302　2020.12.28 作成〉

https://www.fukushihoken.co.jp

 �

共
同
募
金
事
務
局
の
業
務
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
今
野
、
以
下
（
今
））
地
域
福

祉
課
内
に
あ
る
事
務
局
で
は
、
共

同
募
金
運
動
の
広
報
や
啓
発
、

募
金
運
動
の
協
力
依
頼
や
募
金

の
受
領
等
、
募
金
に
か
か
わ
る
こ

と
が
主
な
業
務
で
す
。
社
協
の
地

域
福
祉
課
は
も
と
も
と
、
自
治
会

な
ど
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
と
の
関
係

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
つ

な
が
り
を
い
か
し
て
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

（
北
爪
、以
下
（
北
））
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
実
際
に
集
ま
っ

た
募
金
を
使
い
た
い
と
い
う
団
体

か
ら
の
申
請
受
付
の
た
め
の
調
査

や
、
申
請
事
務
の
支
援
を
行
う
ほ

か
、
助
成
を
必
要
と
し
て
い
る
団

体
に
、
共
同
募
金
が
使
え
る
と
い

カ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
と
し
て
地
域
に
出
る
機

会
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
際
に
共
同
募

金
が
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
に
き

ち
ん
と
届
い
て
い
る
様
子
を
見
ら
れ
る
こ

と
が
う
れ
し
い
で
す
。

（
北
）
本
来
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

業
務
に
加
え
て
共
同
募
金
の
業
務
を
行
う

こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
に
対
し
て
、
う
ま
く
マッ
チ
ン
グ
で
き
る

こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
共
同
募
金
の

業
務
を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
る
人
、
興
味
が
あ
る
人
が
た
く

さ
ん
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
個

人
的
に
良
か
っ
た
と
思
って
い
ま
す
。

 �

記
事
を
読
ん
で
い
る
方
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
北
）引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、

集
ま
っ
た
募
金
を
有
効
的
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

（
今
）
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
募
金
は
巡

り
巡
っ
て
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
活
動
に

還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
共
同
募
金
の
Ｈ
Ｐ

で
は
、
県
内
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
募
金
が

役
立
っ
て
い
る
か
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
年
度
も
、

皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

う
こ
と
を
知
って
い
た
だ
く
た
め
の
活
動

が
主
な
業
務
で
す
。

 �
前
橋
市
社
協
で
は
、
地
域
部
門
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
に
分
か
れ
て

共
同
募
金
の
事
務
局
業
務
を

行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
が
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
は

珍
し
い
そ
う
で
す
ね
。

（
北
）
共
同
募
金
を
よ
り
地
域
の
た
め

に
役
立
て
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を

考
え
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
形
に
な
り

ま
し
た
。
２
つ
の
部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
生
か
し
な
が
ら
協
働
し
て
取
り

組
む
こ
と
で
厚
み
が
増
し
、
共
同
募
金

の
「
自
分
の
ま
ち
を
良
く
す
る
し
く
み
」

づ
く
り
に
一
歩
ず
つ
近
づ
い
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

 �

共
同
募
金
業
務
に
携
わ
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は

ど
ん
な
部
分
で
す
か
？

（
今
）
人
の
温
か
い
と
こ
ろ
に
触
れ
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
募
金
し
て
い
た
だ
く
皆

様
と
接
す
る
こ
と
で
、
共
同
募
金
が
い

か
に
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
お
金
で
あ
る
か

を
改
め
て
感
じ
る
と
と
も
に
、
大
切
に
使

わ
な
い
と
い
け
な
い
と
毎
回
感
じ
ま
す
。

ま
た
、私
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー 　

共
同
募
金
運
動
は
都
道
府
県
を
単
位
に
し
て
行
わ

れ
、さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
や
災
害
時
支
援
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
共
同
募
金
会
前
橋
市
支
会
の
事
務
局

の
あ
る
前
橋
市
社
協
で
は
、
地
域
福
祉
課
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
、

共
同
募
金
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る「
自
分
の
ま
ち
を
良

く
す
る
し
く
み
」づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人 

前
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課
　
今
野 

優
希
さ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
北
爪 

勇
二
さ
ん

助け合い、支え合う、県社協の仲間を紹介します

つながる
福祉

本会は、群馬県内の行政や多くの関係団体と連携しながら、研修会の開催等を通して民生
委員・児童委員4,178人の活動を支える団体で、創立50周年を迎えます!!

民生委員児童委員協議会民生委員児童委員協議会の関係図

全国民生委員児童委員連合会

民生委員・児童委員 / 主任児童委員

群馬県内

35市町村民児協 182法定単位民児協県民児協

群 馬 県 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会

Q1  民生委員・児童委員って？
A1「身近な相談相手であり、関係機関へのつなぎ役」

生活上の困りごと等、何かあれば地域の民生委
員･児童委員にご相談ください！

Q2  主任児童委員って？
A2  子どもや子育てに関する支援を専門

に担当する（主
●

に任
●

ずる）民生委員･
児童委員のことです！ 民生委員・児童委員

インタビュー

（左）今野 優希さん　（右）北爪 勇二さん

県社協会員紹介
創立５０周年
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
受付時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円

350円 500円

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波が起因する
死傷は補償されません。

◆災害ボランティア活動の参加は、「天災・地震
　補償プラン」への加入をおすすめします。
※被災地でのボランティア活動では、予測できない様 な々
事態が想定されます。二次被害への備えとしても、あらか
じめ「天災・地震補償プラン」に加入いただきますと、より
安心してボランティア活動に参加いただけます。

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

令和３年度

〈SJ20-12302　2020.12.28 作成〉

https://www.fukushihoken.co.jp

　
沼
田
市
白
沢
町
で
は
、
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
の
一
環
で
、
平
成
29
年
よ
り
、
互
い

に
近
く
の
人
と
助
け
合
い
活
動
を
行
う

「
互ご

き
ん近
助じ

ょ
か
い会
」
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
に
入
り
、
協
議
体
で
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
で
き
る
活
動
を
検
討
し
ま
し
た
。

地
域
共
生
社
会
を
見
据
え
、
幅
広
い
世
代
に

地
域
の
繋
が
り
や
顔
の
見
え
る
関
係
性
を
築

き
、
生
き
が
い
や
喜
び
を
感
じ
、
健
康
に
過

ご
せ
る
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
気
軽
に
参
加

で
き
る
見
守
り
活
動
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
見
守
り
活
動
の
周
知
の
一
つ
と
し
て
、
地

域
で
共
通
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
中
学
生
に
募
集

し
、
応
募
を
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
協
議
体

の
中
で
選
考
を
行
い
ま
し
た
。

　
毎
日
の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
移
動
な
ど

日
頃
の
生
活
が
見
守
り
活
動
に
な
る
よ
う
に

地
域
全
体
で
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
県
社
協
の
助
成
事
業
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な

地
域
福
祉
の
推
進
事
業
」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

互
近
助
守
り
隊
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

社協
レポート

まちの

各市町村社協の
取り組み、活動を
レポートします

社会福祉法人

沼田市社会福祉協議会

沼田市下之町888テラス沼田６階
TEL　0278-25-3267
FAX　0278-25-3268

沼田市
社会福祉協議会
ホームページ

【白沢支所】
沼田市白沢町平出135-1
（白沢創作館内）
TEL　0278-53-2722
FAX　0278-53-2762

【利根支所】
沼田市利根町大楊1085-3
（利根保健福祉センター内）
TEL　0278-56-4603
FAX　0278-56-4600

協議隊メンバーによるロゴマーク審査の様子
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編集／発行
社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会
＊福祉ぐんまは、群馬県社協ホームページでも
　ご覧になれます。

　〒371-8525（専用郵便番号）
　群馬県前橋市新前橋町13-12
　群馬県社会福祉総合センター内
　ＴＥＬ　027-255-6033（代表）
　ＦＡＸ　027-255-6173
　ＵＲＬ　https://www.g-shakyo.or.jp/
　発行日　令和３年10月１日

あ と が き

問い合わせ先
群馬県社会福祉協議会福祉人材センター（福祉人材課）
☎ 027-255-6600

　先日、嘱託医の先生が、ワクチン接種済でも新型コロナに感染
してしまう、いわゆる「ブレークスルー感染」が増えているため、
混乱や不安を感じている人も多いだろうと言っていた。ワクチン
の抗体は防波堤のようなもので、普段なら波を食い止めても、感
染力が強い台風並みの荒波 ( デルタ株 ) には負けてしまうらしい。
　しかし、ワクチン接種は重症化予防に高い効果を示しており、わ
が国においても接種率は順調に上がってきている。
　今、ワクチン接種と並んで重要なのは人との接触を減らすこと
であるが、一日も早くマスクを外し、満面の笑みで過ごせる日が
来ることを願ってやまない。

� 編集委員　県老人福祉施設協議会　広報委員長
福岡　聡

群馬県福祉マンパワーセンター LINE をはじめました！

福祉の求人情報や各種イベントの情報を提供しています！ぜひご登録ください！

今回の一番の目標であっ

た、決勝進出を無事達成

することができました。

応援ありがとうございま

した！

たくさんの方々に応援い

ただき、ありがとうござ

いました。次の大会に向

けても、引き続き頑張っ

ていきたいと思います。

県内出身の４名の選手が
ご活躍されました

県内にお住まいの２名の選手からメッセージをいただきました。

陸上 ・5000m銀メダル
・1500m４位入賞 唐澤剣也選手

水泳 ・混合4×50ｍ
20ポイントフリーリレー

・競泳女子100メートル平泳ぎ
（運動機能障害SB5）

・競泳女子100メートル自由形
（運動機能障害S5）

・競泳女子200メートル自由形
（運動機能障害S5）

・競泳女子200メートル個人メ
ドレー（運動機能障害SM5）

・競泳混合200メートルリレー
（運動機能障害）

由井真緒里選手

柔道 ・73キログラム級 永井崇匡選手

5人制サッカー
(ブラインドサッカー) 園部優月選手

登録はこちらから

東京 2020 パラリンピック
お疲れさまでした！

由井選手

唐澤選手
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